
 

（第２号様式）   
令和５年３月 11日  

神奈川県教育委員会教育長 殿 
県立横浜清陵高等学校 学校長  

令和４年度 学校評価報告書（目標設定・実施結果） 
 

 視点 
４年間の目標 

（令和２年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（３月 11日実施） 

総合評価（３月 11日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

１ 
教育課程 
学習指導 

・新学習指導要
領の趣旨や生徒
の特性等を踏ま
えたカリキュラ
ム・マネジメン
トに取り組む。 
 
 
・新しい時代に
必要となる資
質・能力の育成
をめざし、授業
改善と探究活動
の充実を図る。 

①新たな教育課
程を踏まえた指
導計画に基づく
授業づくりとそ
の実践を図る。 
 
 
②１人１台端末
の導入に係るⅠ
ＣＴ利活用の一
層の推進を図
る。 
 
 
③教科・年次に
よる横断的な取
組をとおした
「総合的な探究
の時間」の実践
により、探究的
な 
学びの更なる充
実を図る。 

①生徒の「主体
的・対話的で深
い学び」の視点
での授業実践に
組織的に取り組
む。 
 
②ICT 推進委員会
と連携し、ICTを
効果的に活用し
た授業の実施に
取り組む。 
 
③探究 WG と連携
し、「総合的な
探究の時間」を
通じて長期的な
視点での進路意
識の醸成及び探
究的な学びの充
実を図る。 

①生徒が主体的
に学習に取り組
むことができた
か。（生徒によ
る授業評価項目
4「身についた
ことやできるよ
うになったこと
を実感する」及
び項目 5「自ら
の考えを広げ深
めることができ
た」95％以上） 
②１年次生を中
心に、端末を授
業で活用できた
か。（端末活用
の頻度が３割以
上） 
③探究活動を通
じて、生徒が自
ら 課 題 を 見 付
け、その解決を
図る資質・能力
の育成につなが
ったか。（生徒
による授業評価
項目 6「知識を
もとに考えをま
とめたり課題の
解決方法を考え
たりすることが
できた」95％以
上） 

①組織的な授業改
善のための校内研
究会を行い、「主
体的・対話的で深
い学び」について
理解を深めた。 
 
②１年次の「総合
的探究の時間」を
中心に、授業で活
用した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
③中間評価で項目
6 の評価「3+4」
が 1・２年次とも
92％であった。探
究 WG の場を活用
して観点別評価を
作成した。 

①引き続き、校内
研究会を行い（10
～ 11 月 実 施 予
定）、テーマに沿
った授業改善を行
う。 
 
②「総合的な探究
の時間」以外の教
科・科目等での活
用方法の事例を集
め教職員内で共有
する。 
 
 
 
 
 
 
③探究 WG を活用
して各年次で独自
に作成しているも
のを学校全体で共
有し、２年間の探
究の流れを作成す
る。 
 

①３年間の見通しを持つ
ことが必要なので、学校
全体として捉えることが
できたのは、よい傾向。
今後も継続を。 
①公開研究授業について
は、若手教員だけではな
くベテランの教員も行う
ことで活性化になる。 
①公開研究授業を継続さ
せていく。保育園でも高
校同様に主体的で対話的
な活動を始めている。 
 
②ICT 端末はご家庭に負
担をかけて購入してもら
ったものなので、意味の
ある活用の仕方を考え、
しっかりと活用すべき。 
③探究活動を小中学校の
段階で身に付けさせた
い。探究活動の出口はど
こなのか。 
 

①授業づくりについて、校内授
業研究を継続する。 
他教科も含めて多くの職員が参
加し、学校全体の授業力の向上
に繋げている。 
今後の課題として、成果物の作
成および授業研究に係る教科会
の設定が挙げられる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
③総合的な探究の時間（探求的
な学びの充実） 
ワーキンググループの発足によ
り、年次ごとの取組内容の擦り
合わせ等を行い、より計画的な
活動を推進し、学校全体の取組
としての位置づけを強化した。 

①校内授業研究体制について見
直しを続け、よりよい研究授業
を継続する。 
授業づくりについて、協議を継
続し、今年度の授業改善のテー
マを設定する。また、授業研究
に係る教科会の設定に向け調整
を行う。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
③ワーキンググループとさらに
連携をとり探究の取組みについ
て検証を行いさらによいものを
企画する。また、成績評価につ
いても学校全体として統一を図
る。 
 

２ 
(幼児・児童・) 
生徒指導・支援 

・教育活動全般
をとおして生徒
の主体性や人間
性を高め、社会
に貢献できる人
材を育成する。 
 
 
・生徒理解を深
め、個に応じた
支援体制を整備
し、充実させる 
 
 
 
 
 

①学校生活を通
して規範意識を
高めるととも
に、部活動や学
校行事等を活性
化させることに
より、生徒の主
体性や協調性の
向上を図る。 
②教職員同士の
情報共有等を通
して生徒の抱え
る問題の早期発
見に努め、専門
家の活用など個
に応じた指導・
支援を行う。 

①生徒主体の学
校行事等を活性
化 す る と と も
に、部活動加入
を促進する。 
 
 
 
 
②カウンセリン
グ 体 制 を 確 立
し、個別支援を
充実させる。 
②生徒情報交換
会を複数回実施
する。 

①充実した学校
行事等が行われ
たか (アンケー
ト等)。 
①部活動加入数
が前年度と比較
し て 増 加 し た
か。 
 
②教育相談コー
ディネーターや
スクールカウン
セラーの連携状
況はどうであっ
たか。（会議等
の回数が年３回
以上） 

①生徒の意見をも
とにした学校行事
の運営を行うこと
が出来た。 
①部活動加入数は
昨年度と比べて
７%減少(559 名か
ら 522 名に減少)
した。 
②カウンセリング
の振り返りや個別
支援が必要な生徒
へのケース会議を
早期に実施した。 
②年度初めに生徒
情報交換会を行っ
た。 

①各行事の実行委
員等の生徒の主体
的な取組を支援す
る。 
①４月の部活動紹
介と部活動見学の
方法を改善し、部
活動に加入しやす
い状況をつくりだ
す。 
②支援体制を整備
し、マニュアルを
作成する。 
②支援が必要な生
徒の情報共有を年
度内に行う必要が
ある。 

①行事の停滞。行事の運
営を生徒主体に進めてい
るのは良い。必ずしもコ
ロナ禍前に戻すのではな
く、新しい活動に向けた
改革として考える必要が
ある。 
 
②（心のケアのための）
全生徒面談を継続してい
きたい。担任による生徒
面談（心のケア）の実施
が良かった。全生徒対象
の面談の継続は必要。 

②教育相談体制 盤石な体制作
りに向け、教育相談コーディネ
ーターを中心に校内の効果的な
システムを再構築した。 

①制服のスカート丈が短いこと
もあるが、冬場はエアコンの効
きが悪く、コロナ禍で窓を開け
る必要があるため、ジャージの
着用を許容せざるを得ない。エ
アコンの改修により改善される
と良い。女子のスカート等につ
いての指導は男性教員からは言
いにくい側面もあるので、職員
全体で指導していく 
 
②教育相談体制を効果的に行う
ため、各年次に相談係を配置し
ていきたい。 

 



 

３ 進路指導・支援 

・学校外の教育
力の活用や個別
指導を充実さ
せ、個々の生徒
のキャリア意識
を高め、希望す
る進路実現を図
る。 

①上級学校等へ
の入学に向けた
対策の研究を深
め、組織的かつ
計画的な進路指
導をできるだけ
早い段階から行
う。 
 
②外国につなが
りのある生徒の
進路実現を図る
ため、外部機関
との連携強化を
進める。 

①３年間を見通
したキャリア教
育の流れを作成
する。また、学
校外の教育力の
活用方法を組織
的に計画する。 
②多文化教育コ
ーディネーター
や在県等支援チ
ームとの連携を
図ることにより
外国につながり
のある生徒の進
路 実 現 を 目 指
す。 

①グループとし
て３年間を見通
したキャリアプ
ラ ン が 作 れ た
か。 
 
 
②外国につなが
りのある生徒の
希望進路を実現
できたか。（第
１志望の 60％以
上実現） 

①現在のキャリア
教育の流れを把握
し、問題点・改善
点について洗い出
しを行った。ま
た、３年間を見通
したキャリア教育
の流れを作れた。 

①キャリア教育を
実行していくため
の具体的なプラン
と実施時期につい
て具体化をする。 

①一般受験はあまりせ
ず、安全志向に推薦で行
く生徒が多いのではない
か。 
①推薦で入学する生徒が
多いため、偏差値の設定
が難しくなると思う。 

②在県外国人生徒支援 
在県外国人生徒支援チームが本
格的に稼働したが、より一層の
教職員の意識改革が必要であ
る。 

①外部模試等を活用して全国で
の位置を知ることで目標を明確
に持たせ一般受験の生徒を増や
す。 
②卒業生等に大学受験の体験を
話す機会をもうけることにより
生徒・教員の意識改革をする。 
 

４ 地域等との協働 

・地域や保護者
等と連携・協働
を図り、信頼さ
れ開かれた学校
づくりを推進す
る。 
 
 
 
 
 
 

①地域の行事や
清掃活動等に積
極的に参加し、
生徒の社会参加
への意欲を高め
る。 

①生徒の地域清
掃活動への積極
的な参加を通じ
て、地域におけ
る個々の役割を
実感させる。 
 

①生徒が地域清
掃活動に積極的
に 参 加 で き た
か。（アンケー
ト等） 

①清水ヶ丘保育園
ほかの保育園ボラ
ンティア活動を通
して、園児とふれ
あい、地域と連携
した活動ができ
た。 
地域清掃活動を南
区地域振興課と連
携し、10～12 月
にかけて２・３年
次で実施した。 

①生徒が地域を身
近に感じられる南
まつりへの参加、
保育園ボランティ
アなど、地域に根
ざした社会貢献活
動への積極的な参
加につなげてい
く。 

①コロナ禍で新しく取り
組んだことに対するデメ
リットは時間をかけて解
決しなければならない。 

①近隣の小中学校（蒔田中学
校・南太田小学校）との絆を育
成し、地域との協同を拡大し
た。 
①今年度まではコロナ禍のた
め、行事等においても地域の人
を呼ぶことができなかったが来
年度は規制がなくなると考えて
いる。 

①大勢いるとボランティアでは
なく、ただ掃除しているという
印象が強くなる。 
①保育園ボランティアについて 
進路に関わることもあり、生徒
の意識が高いので来年度は参加
人数を増やしたい。 
①地域祭りへの参加について 
生徒にとって地域交流へのモチ
ベーションとなるように、活動
の幅を広げていきたい。 

５ 
学校管理 
学校運営 

・社会の教育ニ
ーズに対応しな
がら、安心して
学ぶことのでき
る教育環境をつ
くり、積極的に
情報を発信す
る。 
 
・職員のワーク
ライフバランス
を推進するた
め、協働意欲を
高め、校務の効
率化を図る。 

①学校説明会や
学校ホームペー
ジ等を利用し、
学校の魅力と特
色を積極的に発
信する。 
 
②教職員研修会
等の更なる充実
を図り、組織力
の向上につなげ
る。 

①ＳＮＳの利点
を活用して、本
校の魅力や特色
を積極的に発信
する。 
①学校ホームペ
ージの更新を迅
速に行い、広報
手段として適切
な運用を図る。 
 
 
 
②毎月 1 回事故
防止会議を実施
し、全職員で事
故不祥事ゼロを
目指す。また校
内 研 修 会 を 設
け 、 職 員 の 資
質・能力の向上
を図る。 

①ＳＮＳの利点
を活用した情報
発信の新たな仕
組みを構築でき
たか。 
②事故不祥事ゼ
ロを実現できた
か。 
②校内研修会を
実 施 し た か 。
（実施回数３回
以上） 

①学校見学・部活
動見学では、参加
の申込みなどで、
積極的にインター
ネットを利用し
て、多く参加者が
得られた。参加者
アンケートでは、
高い満足感が得ら
れている。 
②毎月の事故防止
会議に加え、５月
には「わいせつ事
案根絶に向けて」
動画視聴による研
修会を実施した。
他に朝の打合せで
も、その時々の行
事に応じた事故防
止の呼びかけを行
うことができた。 
 

①今後、学校の魅
力の発信など、情
報発信手段として
の、インターネッ
トの積極的な活用
を進めていく。 
 
②コロナ禍の影響
などにより、新た
な対応が必要にな
ってきている。教
職員の共通理解を
徹底する必要があ
る。 
 

①広報活動について、対
面型とインターネット利
用との効果についての比
較はどうか。 
 
 
 
②働き方改革による部活
動の時間超過について
は、再考が必要。 

①効果としては、対面のほうが

良い。生徒による活動(実物)を

見たほうが中学生への印象が良

い。ただし今後もインターネッ

トの活用は継続していく。ま

た、広報委員生徒の活躍が目立

つ。生徒が学校説明会での司会

をしたり、部活動の演技を披露

したりすることで、そこに魅力

を感じてくださる方々が多い。 

②年職員会議前の事故防止会

議、打ち合わせ等での呼びかけ

を定期的に実施した。 

推薦入試の申込みの際、登録者

に漏れが生じたため、提出書類

置き場を設け、多くの目で確認

できるよう工夫した。細かい部

分も連絡を密にし、大きな事故

につながらないよう素早い対応

ができた。 
 

①学校の活動が見えるように映

像や画像をインターネットで公

表していく。 

①部活動だけの緩い学校という

イメージを払拭したい。新しい

学校案内も落ち着いたものに 

一新し、説明会でも生徒の活動

を全面に出してきた。今後も学

校の魅力を伝える方法を模索    

していく必要がある。 

②事故はだれにでも起こること

を念頭に置き、些細なことでも

連絡をしやすい雰囲気づくりを

心掛け、速やかに対処すること

に心がける。その後、職員で問

題とその解決策を共有すること

が必要である。 
 

 


